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第１章 問題と目的 

 青年期は, アイデンティティを形成する上で, 自己に注目し, 自己理解を深めることが

重要であると考えられる。また，青年期に限らず，「行動を，内的な精神状態と結びついて

いるものとして，想像力を働かせて捉えること，あるいは解釈すること」（Allen, Fonagy, 

& Bateman, 2008 狩野監修 2014）である，メンタライジングの促進においても，自己に

注目し，自己理解を深めることは重要であるといえる。 

省察は「知的好奇心によって動機づけられた , 自己へ注意を向けやすい特性」と定義さ

れており, 自己理解を促す, 私的自己意識（「自己の内面や感情, 気分など, 他者からは直

接観察されない自己の側面に注意を向ける程度に関する個人差」）（Fenigstein, Scheier, & 

Buss, 1975）の適応的な側面として位置づけられている。青年期においては, この省察が

促進されることにより，自己理解が深まり，アイデンティティ形成が促進されると考えら

れる。また，省察によって自己理解が促進されることで，「行動を，内的な精神状態と結び

ついているものとして，想像力を働かせて捉えること，あるいは解釈すること」（Allen, 

Fonagy, & Bateman, 2008 狩野監修 2014）である，メンタライジングも促進されると考

えられる。メンタライジングは，精神療法的介入における共通因子である（Allen, Fonagy, 

& Bateman, 2008 狩野監修 2014）ため，省察を測定する尺度が作成されることによって，

そういった精神療法的介入における共通因子を促進する要因についても，検討が可能にな

るだろう。 

わが国においては , 省察を測定する尺度として高野・丹野（ 2008）が ,作成した

Rumination-Reflection Questionnaire 日本語版（以下「RRQ 日本語版」と表記する）が

存在するが，この尺度は，省察を適切に反映しきれていない尺度項目が存在する。一方で, 

私的自己意識や，内面への自己注目を測定している尺度の中には, 省察を適切に反映して

いると考えられる尺度項目が複数存在する。そのため, 省察を適切に測定する上では, そ

ういった既存の尺度項目を取り入れた尺度を作成することが望ましいと考えられる。 

 そこで本研究では, RRQ 日本語版を含む，私的自己意識や内面への自己注目を測定して

いる尺度を参考に, 青年期にとって重要な, 省察を測定する尺度（青年期用省察尺度）の

作成を行い, その信頼性と妥当性の検討を行う。 

 尺度作成にあたり，本研究では省察を，「知的好奇心によって動機づけられた，自己へ注

意を向けやすい特性」（Trapnell & Campbell, 1999）と定義し，以下の仮説を設定する。 

仮説①：省察は自己理解を促進するため，自身の内面を把握する能力と正の関連がある。

（並存的妥当性） 

仮説②：省察は，内面への知的好奇心によって動機づけられているため，開放性と正の

関連がある。（並存的妥当性） 

 仮説③：省察は，私的自己意識の不適応的な側面を反映していないため，抑うつとの相

関係数は.30 以下となる。（弁別的妥当性） 

また，以上の仮説の他，本研究では省察における性差についても，探索的に検討を行う。 

 

第２章 方法 

18 歳～24 歳の大学生を対象に, 質問紙調査を実施した。使用した尺度は以下の通りで

ある。 
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（１）青年期用省察尺度原案 

大学院生 3 名が, 私的自己意識に関する既存の尺度から, 省察を反映していると考えら

れる尺度項目を選出し, 作成された尺度である。心理学に精通した専門家に内容を確認し , 

内容的妥当性が確認されている。 

（２）対自的メンタライゼーション（山口, 2016）（12 項目） 

 仮説②および仮説④を検討するため , メンタライゼーション質問紙の下位尺度である

「対自的メンタライゼーション（Mentalization of Self, 以下「MS」と表記する）」を用

いた。この尺度は, 自己の内面を適切に捉えている程度について測定している。「非常によ

くあてはまる」から「全くあてはまらない」の 4 件法で回答を求めた。 

（３）開放性（下仲・中里・権藤・高山, 1999）（12 項目） 

 仮説③および仮説④検討するため , NEO-Five Factor Inventory 日本語版（以下

「NEO-FFI」と表記する）（下仲・中里・権藤・高山, 1999）の下位尺度「開放性」を用

いた。開放性は, 「経験を積極的に求め楽しむ」ことや「馴染みのないものに耐えられ求

める」こと（下仲・中里・権藤・高山, 1998）について測定していると考えられている。

「全くそうでない」から「非常にそうだ」の 5 件法で回答を求めた。 

（４）CES-D 日本語版（島, 1985）（20 項目） 

 仮説⑤を検討するため, The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale 日本語

版（以下「CES-D 日本語版」と表記する）（島, 1985）を用いた。この尺度は, 抑うつにつ

いて測定している。抑うつ症状の頻度について, 「全くないかあったとしても 1 日もつづ

かない」から「週のうち 5 日以上」の 4 件法で回答を求めた。 

 

第３章 結果および考察 

 青年期用省察尺度原案に対して因子分析を行った結果，1 因子構造が妥当である判断さ

れ，13 項目が尺度項目として採用された。また，α 係数は α = .92 の値を示した。 

 性差を検討するため t 検定を行った結果，MS は男性が有意に高いことが確認された。 

 青年期用省察尺度（省察）と MS の間にはほとんど相関が示されなかった。よって，仮

説①は支持されなかった。これは，省察が自己の内面への注目を測定しているのに対し，

MS は，自己の内面に注目した上で，さらに思考や感情を言語化する能力を測定している

ためであると考えられる。 

 省察と開放性の間には有意な関連が示された。よって仮説②は支持された。本研究によっ

て作成された尺度は，知的好奇心と関連している可能性が示唆された。 

 省察と抑うつの間にはほとんど相関が示されなかった。よって仮説③は支持された。本

研究によって作成された尺度は，私的自己意識の不適応的な側面を反映していない可能性

が示唆された。 

 本研究によって作成された尺度は，知的好奇心と関連しており，また，私的自己意識の

不適応的な側面を反映していない可能性があるため，省察の定義および理論的位置づけを

反映している尺度である可能性が示唆された。本研究によって作成された青年期用省察尺

度によって今後，精神療法的的介入における共通因子として注目されている，メンタライ

ジングの促進および，青年期の自己像形成に関連する諸要因の検討がなされることが期待

される。
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